
平
成
二
十
一
年
二
月
十
日
提
出

質

問

第

一

一

一

号

有
明
海
漁
業
と
干
拓
地
農
業
の
共
存
・
有
明
海
再
生
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

赤

嶺

政

賢
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有
明
海
漁
業
と
干
拓
地
農
業
の
共
存
・
有
明
海
再
生
に
関
す
る
質
問
主
意
書

有
明
海
漁
業
と
干
拓
農
地
に
お
け
る
営
農
を
真
に
両
立
さ
せ
、
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
っ
て
、
「
死
の
海
」
と
化
す
危

機
に
瀕
し
て
い
る
、
「
宝
の
海
」
有
明
海
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
可
及
的
速
や
か
に
潮
受
堤
防
の
南
北
の
排
水
門
を
開
門
す
る

こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
有
明
海
異
変
の
原
因
を
不
明
の
ま
ま
に
終
わ
ら
せ
た
い
農
林
水
産
省
は
、
何
と
し
て
も
潮
受
堤
防
の
排
水
門
を

開
門
さ
せ
ま
い
と
様
々
な
口
実
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
開
門
し
た
場
合
、
潮
受
堤
防
の
防
災
機
能
が
発
揮
で

き
な
く
な
る
旨
、
主
張
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
こ
で
は
防
災
問
題
に
つ
い
て
以
下
質
問
し
た
い
。

一

農
林
水
産
省
は
潮
受
堤
防
の
南
北
の
排
水
門
を
常
時
開
門
し
た
場
合
、
潮
受
堤
防
の
防
災
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
な
く

な
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
潮
受
堤
防
の
防
災
機
能
の
中
身
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

農
林
水
産
省
は
、
お
そ
ら
く
、
潮
受
堤
防
の
排
水
門
を
常
時
開
門
す
る
と
調
整
池
の
水
位
を
標
高
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル

に
保
つ
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
た
め
、
�
諫
早
市
街
地
の
河
川
洪
水
防
止
効
果
に
支
障
を
き
た
す
、
�
諫
早
湾
周
辺
低
平
地

（
背
後
地
）
の
常
時
の
自
然
排
水
が
で
き
な
く
な
る
と
と
も
に
、
洪
水
時
の
湛
水
被
害
も
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

一



る
、
�
海
水
が
入
る
た
め
潮
受
堤
防
内
側
に
ガ
タ
土
が
堆
積
し
て
周
辺
地
域
か
ら
の
排
水
の
支
障
と
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

雨
で
も
一
帯
が
水
浸
し
と
な
る
の
で
、
以
前
の
よ
う
に
人
力
で
ガ
タ
土
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
考
え
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
上
記
以
外
に
、
常
時
開
門
に
よ
り
発
揮
で
き
な
く
な
る
防
災
機
能
は
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
具
体
的

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

農
林
水
産
省
は
、
潮
受
堤
防
の
排
水
門
を
常
時
開
門
す
る
と
、
上
記
�
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
諫
早
市
街
地
の
河
川
洪
水
防

止
効
果
に
支
障
を
き
た
す
と
主
張
す
る
が
、
調
整
池
の
水
位
を
標
高
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
と
な
る
よ
う
に
管
理
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
明
川
河
口
か
ら
三
�
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
上
流
の
諫
早
市
街
地
に
お
け
る
洪
水
対
策
と
し
て
も
機
能
す
る
と

考
え
る
根
拠
と
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

諫
早
市
役
所
が
発
行
し
た
『
諫
早
水
害
誌
』
で
は
、
「
河
口
潮
位
を
色
々
に
変
え
て
Ｑ＝

一
四
五
〇
�
／
ｓ
ｅ
ｃ
を
使
用

し
、
不
等
流
計
算
に
よ
り
洪
水
面
を
追
跡
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
場
合
も
大
体
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
で
一
定
の
水
位
に

収
斂
す
る
こ
と
が
分
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
明
川
河
口
が
満
潮
で
も
干
潮
で
も
、
河
口
か
ら
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
さ
か
の
ぼ
る
と
、
洪
水
の
水
位
は
潮
位
と
無
関
係
に
な
る
と
い
う
計
算
結
果
が
出
て
い
る
が
、
農
林
水
産
省
は
、
こ
の

『
諫
早
水
害
誌
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
こ
の
計
算
結
果
等
が
正
し
く
な
い
と
考
え
る
の
で

二



あ
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
な
根
拠
と
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

国
土
交
通
省
は
、
調
整
池
の
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
管
理
に
は
諫
早
市
街
地
の
河
川
洪
水
防
止
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。
効
果
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
根
拠
と
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
効
果
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
諫
早
市
街
地
の
河
川
洪
水
を
防
止
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

農
林
水
産
省
は
、
潮
受
堤
防
の
排
水
門
を
常
時
開
門
す
る
と
、
上
記
�
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
諫
早
湾
周
辺
低
平
地
（
背
後

地
）
の
常
時
の
自
然
排
水
が
で
き
な
く
な
る
と
考
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
と
理
由
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

常
時
、
つ
ま
り
降
雨
が
日
常
的
な
も
の
程
度
で
あ
れ
ば
、
農
作
物
の
湛
水
被
害
も
な
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
急
い

で
排
水
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
常
時
（
平
常
時
）
に
お
い
て
も
背
後
地
の
た
め
の
調
整
池
の
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー

ト
ル
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
具
体
的
根
拠
と
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

農
林
水
産
省
は
、
潮
受
堤
防
の
排
水
門
を
常
時
開
門
す
る
と
、
上
記
�
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
諫
早
湾
周
辺
低
平
地
（
背
後

地
）
の
洪
水
時
の
湛
水
被
害
も
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
主
張
す
る
が
、
潮
受
堤
防
の
閉
め
切
り
後
も
、
諫
早
湾

三



周
辺
低
平
地
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
湛
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
一
九
九
七
年
五
月
（
浸
水
面
積
は
一
五
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
同
年
六
月
（
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
同
年
七

月
（
一
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
同
年
八
月
（
五
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
同
年
一
一
月
（
一
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
一
九
九

九
年
六
月
（
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
同
年
七
月
（
四
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
同
年
八
月
（
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
同
年
九
月

（
一
一
五
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
同
年
九
月
（
七
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
二
〇
〇
一
年
七
月
（
一
一
三
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
二
〇

〇
四
年
五
月
（
四
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
二
〇
〇
五
年
九
月
（
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
二
〇
〇
六
年
四
月
（
一
〇
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
、
同
年
六
月
（
五
九
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
同
年
八
月
（
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
二
〇
〇
七
年
七
月
（
二
五
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
は
、
こ
の
事
実
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

八

潮
受
堤
防
の
閉
め
切
り
前
の
一
九
八
二
年
か
ら
一
九
九
六
年
の
一
五
年
間
の
湛
水
被
害
は
七
回
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
潮
受
堤
防
の
閉
め
切
り
後
の
一
九
九
七
年
と
一
九
九
九
年
に
は
各
々
五
回
の
湛
水
被
害
が
発
生
し
、
実
に
一
一
年
間
に

一
七
回
の
湛
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

農
林
水
産
省
は
、
潮
受
堤
防
閉
め
切
り
後
に
、
こ
れ
だ
け
の
湛
水
被
害
が
生
じ
た
の
は
何
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

四



の
か
。

九

諫
早
湾
周
辺
低
平
地
（
背
後
地
）
に
お
い
て
、
現
在
、
排
水
機
場
は
ど
の
く
ら
い
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。
各
排
水
機
場

が
設
置
さ
れ
た
時
期
、
場
所
（
設
置
箇
所
）
、
排
水
能
力
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十

現
在
の
よ
う
に
、
調
整
池
の
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
を
管
理
す
る
場
合
、
農
林
水
産
省
は
、
常
時
（
平
常
時
）
に
は
、
背

後
地
の
排
水
の
た
め
に
全
く
排
水
ポ
ン
プ
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
も
し
、
そ
の
場
合
で
も
排
水
ポ
ン
プ
は
必
要

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
程
度
の
ポ
ン
プ
容
量
の
排
水
ポ
ン
プ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
具
体
的
な
根
拠
を
示

し
て
答
え
ら
れ
た
い
。

十
一

潮
受
堤
防
の
排
水
門
を
常
時
開
門
し
た
場
合
、
農
林
水
産
省
は
、
常
時
排
水
の
た
め
に
、
ど
の
程
度
の
ポ
ン
プ
容
量
の

排
水
ポ
ン
プ
が
新
た
に
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
具
体
的
な
根
拠
を
示
し
て
答
え
ら
れ
た
い
。

十
二

現
在
の
よ
う
に
、
調
整
池
の
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
管
理
を
す
る
場
合
、
農
林
水
産
省
は
、
非
常
時
（
諫
早
大
水
害
級

の
降
雨
量
を
前
提
と
し
た
場
合
）
の
背
後
地
の
湛
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
今
後
、
背
後
地
に
排
水
機
場
を
設
置
す
る

予
定
は
あ
る
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
場
所
（
設
置
箇
所
）
に
、
ど
の
く
ら
い
の
排
水
能
力
を
備
え
た
排
水
機
場
を
何

台
く
ら
い
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
算
定
を
し
た
の
か
具
体
的

五



に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
三

潮
受
堤
防
の
排
水
門
を
常
時
開
門
し
た
場
合
、
農
林
水
産
省
は
、
非
常
時
（
諫
早
大
水
害
級
の
降
雨
量
を
前
提
と
し
た

場
合
）
に
お
け
る
背
後
地
の
湛
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
ど
の
程
度
の
ポ
ン
プ
容
量
の
排
水
ポ
ン
プ
が
新
た
に
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
普
段
、
調
整
池
の
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
管
理
を
す
る
場
合
（
十
二
項
の
場
合
）
と
比
較
し

て
、
排
水
ポ
ン
プ
容
量
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
具
体
的
な
根
拠
を
示
し
て
答
え
ら
れ
た
い
。

十
四

潮
受
堤
防
閉
め
切
り
前
の
一
五
年
間
に
は
七
回
だ
っ
た
湛
水
被
害
が
、
潮
受
堤
防
閉
め
切
り
後
に
は
、
一
一
年
間
に
一

七
回
も
湛
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
潮
受
堤
防
の
存
在
（
開
門
し
た
と
し
て
も
南
北
排
水
門
か
ら
し
か
排
水

で
き
な
い
）
が
、
背
後
地
の
常
時
排
水
不
良
対
策
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
最
近
こ
そ
湛
水
被

害
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
排
水
路
の
整
備
や
排
水
ポ
ン
プ
の
増
設
の
効
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
結

局
、
潮
受
堤
防
の
存
在
を
前
提
と
し
た
背
後
地
の
湛
水
被
害
対
策
と
し
て
は
、
豪
雨
が
調
整
池
に
流
れ
込
ん
で
い
て
、
か

つ
、
満
潮
に
向
か
っ
て
海
側
の
潮
位
が
調
整
池
よ
り
も
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
は
閉
門
す
る
な
ど
開
門
操
作
を
し
つ

つ
、
排
水
機
場
を
増
設
し
て
強
制
排
水
す
る
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
、
前
述
し
た
よ
う
な
一
定
の
例
外
的
場
合

六



以
外
は
、
潮
受
堤
防
を
常
時
開
門
し
て
も
何
ら
支
障
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
対
し
て
、
農
林
水
産
省
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
こ
の
考
え
に
異
論
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を

明
確
に
示
し
て
答
え
ら
れ
た
い
。

十
五

農
林
水
産
省
は
、
潮
受
堤
防
を
常
時
開
門
す
る
と
、
上
記
�
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
潮
受
堤
防
内
側
に
ガ
タ
土
が
堆
積
し

て
周
辺
地
域
か
ら
の
排
水
の
支
障
に
な
る
と
主
張
す
る
が
、
佐
賀
県
を
始
め
と
し
て
全
国
ど
こ
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
定
期
的
に
重
機
に
よ
っ
て
排
除
す
れ
ば
容
易
に
解
決
す
る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に
対
し
て
、
農
林
水
産
省
の

見
解
を
伺
い
た
い
。
こ
の
考
え
に
異
論
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
具
体
的
な
根
拠
を
明
確
に
示
し
て
答
え
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


